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重大事故等時の線量評価の目的

・炉心損傷防止対策の有効性評価で格納容
器圧力逃がし装置を使用するシナリオに
おいて，周辺の公衆に対して著しい放射
線被ばくのリスクを与えないことを確認
する。

（発生事故当たり概ね5mSv 以下）
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重大事故等時における線量評価モデル

放射性希ガスのガンマ線放射性希ガスのガンマ線

吸入吸入
原子力発電所
フィルタベント

放射性よう素

放射性希ガスのガンマ線による影響

放射性よう素を取り込むことによる影響

敷地境界
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重大事故等時の線量評価結果
島根３号機
（ベント開始 17時間）

放出量
(Bq)

大気拡散条件
実効線量
（mSv）

放射性希ガスのガンマ
線による被ばく

約4.5×1013 相対線量(D/Q)
約3.5×10-18(Gy/Bq)

約1.5×10-1

放射性よう素による被
ばく

約7.6×109 相対濃度(χ/Q）
約1.0×10-3（s/m3)

約1.1×10-1

合計 約2.7×10-1

■よう素の内部被ばくによる実効線量HI2（Sv）は以下の式で計算する。
HI2＝R ･ H∞・χ／Q ･ QI

R ：呼吸率（m3/s）（活動時の呼吸率0.31m3/hを秒当たりに換算（8.61×10-5 m3/s））
H∞ ：よう素（Ｉ－131）を１Bq吸入した場合の小児の実効線量（1.6×10－ 7 Sv/Bq）
χ／Q ：相対濃度（s/m3）
QI ：事故期間中のよう素の大気放出量（Bq）（Ｉ－131等価量－小児実効線量係数換算）

■希ガスのγ線外部被ばくによる実効線量Hγ（Sv）は，以下の式で計算する。
Hγ＝K ・ D／Q ・ Qγ

K ：空気カーマから実効線量への換算係数（K＝1Sv/Gy）
D／Q ：相対線量（Gy/Bq）
Qγ ：事故期間中の希ガスの大気放出量（Bq）（γ線実効エネルギ0.5MeV換算値）

（全交流電源喪失時，原子炉隔離時冷却系（RCIC），低圧原子炉代替注水系（可搬型）で原子炉注水を続け
ている場合に，格納容器の圧力が上昇し，格納容器最高使用圧力でベントを行うことを想定）


